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序

移り変りが激しく、多様な価値感にあふれる現代社会において、豊かな人間性と限

I)ない可能性をもとめて、新たな地域文化を創造しようとする国民の努力にはめざま

しいものかあります。

こうしたなかで、われわれの身近にある文化財、わけてもすべての先人かこの国土

と係わってきた軌跡といえる ‘‘遺跡”への高まりは著 しいものがあります。各地域に

おける発掘調査の成果が、広〈国民の注目を集め、人々の大きな関心と期待のもとに

おかれる状況は、かつてみることのできなかったことであります。

さて、本県における埋蔵文化財の発掘調査は、近年、質蜀 ともに著しい増大を示し、

その急成長には目をみはるものかあ ります。たとえば、昭和50年度において、発掘届

件数63件・調査費総額 1億 3千万円が、昭和55年度には、118件， 6億 7千万円という

状況であリます。このことはいうまでもなく、開発行為に伴う発掘調査が激増した結

果でありますが、同時に各市町村を中心とする調査体制の整備かすすめられた成果と

もいえるものであります。

県内における発掘調査のなかで、国道139号線バイ パス西富士道路建設に伴う調査 を

迎えて、富士宮市当局および教育委員会が、日本道路公団の深い理解と協力のもとに、

その調査体制の確立とその後の調査の推進に絶大な努力を注がれたことは、広く関係

者の知るところであり、高く評価されるものであります。

昭和53年 4月から昭和56年 7月まで、 3年 4ヶ月にわた った発掘調査が、多大な成

果をも って完了し、その後も 詳細な整理作業が継続されてきたのであリますが、その

成果か本報告書として刊行される運びとなりました。

ここに、日本道路公団ならびに富士宮市をはじめとする関係諸機関、あわせて発掘

調査に従事された関係者の方々に深甚なる敬意を表するものであ りま す。本書が、関

係諸機関をはじめ、文化財保護関係者や研究者のみならず、広く社会教育 ・学校教育

関係者に活用されるよう念願するものであります。

昭和58年 3月

静岡県教育委員会教育長

吉 川 晴夫
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昭和17年に誕生した富士宮市は現在、人口11万余名を数えるまでに成長いたしまし

た。したがって、いまやその装いをまったく変え市街化の波は日々広がりをみせてお

ります。それに伴って基幹道路である一般国道139号の道路事情の悪化は市民生活に大

きな影響を与えており、このたびの西富士道路の建設は東名富士インターチェンジと

富士宮バイパスとを直結し、岳南地域のより 一層の発展のための一助ともいうべきも

のであり、大きな期待と関心が寄せられています。

また、地方の時代、文化の時代と呼ばれ、産業経済俊先から生活文化重視への発想

の転換を余儀なくし、新しい創造性豊かな『まち』の実現が希求されております。産

業の高度な発展のなかで、失い、忘れ去られたものが、 何であるかを改めて問い直す

時期がやって来たように思います。

このようななかで、西富士道路建設に先立って、予定路線内の埋蔵文化財の発掘調

査が実施されました。この調査は富士宮市にかつて例をみなかった大規模な発掘調査

であ り、先人の血と汗によ って築かれた文化的遺産を私たち多くの市民に強力に印象

づけさせてくれました。

富士宮市の象徴である富士山が、活発な噴火を続けなからも、現在の姿をとどめた

ころ、富士山のエネルギーを受け継ぐかのように、出現した、私たちの祖先に、発掘

調査を通じて地表下 2mでめぐり合うことができたことは大変意義あることと思いま

す。それは自然と人間、富士山と富士宮市の深いかかわりあいを再認識させるもので

あります。文化財の研究、保護により、長い歴史とすばらしい自然にめぐまれた郷土

富士宮の復原は、私たちの築き上げる調和ある未米社会のための、指針としなければ

ならないものと思います。

ここにこの賞重な成果を報告書として刊行できますことはまことに喜ばしく、本書

が文化財の理解、保調に役立つとともに、学術、研究の資料として、多くの人々に活

用されることを期待しております。

おわりに、この調査に直接、間接に御指導、御協力をいただいた日本道路公団名古

屋建設局、静岡県教育委員会、地元関係者の皆様に対しまして、深い感謝と敬意を表

わす次第であります。

昭和58年 3月

富士宮市長

植松義忠
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富士宮市は富士山より南西および西方にかけてゆるゆるとした裾野の傾斜地にひろ

かる地であり、恵まれた気候、風土は遠く原始の時代より人々の生活が営まれて、市

内の随所にはそれら先人の足跡として、貨重な文化財が数多く残されております。

これらの文化財については文化財保護法に基づき、積極的な保護、保存、さらにそ

の活用を図り、地域の知的、文化的な生活環境の保全に努めておりますが、近年にお

ける地域開発の進展は文化財、とりわけ埋蔵文化財に対して少なからさる影響を与え

つつあ ります。現在、この埋蔵文化財の取り扱いがも っとも大きな問題となっており

ます。開発事業等の土地本来の利用との調整段階では、できる限り現状保存の方針で

対処しておりますが、事業内容等により現状保存できないものに対しましては発掘調

査を実施し、記録保存の措置をとってお ります。

このたびの西富士道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査につきましても、関係諸機関

との慎重な協議が重ねられ、日本道路公団の埋蔵文化財における積極的な深い御理解

と御協力によって、昭和53年4月より昭和56年 7月まで、 3ヶ年余にわたる長期の発

掘調査を遂行することとなりました。

その結果、若宮遺跡、代官屋敷遺跡とも従来に例をみない貴重な資料を提供するに

至り、それは富士宮の歴史を考える手がかりとなるばかりでなく、ひろ〈全国的にも

注目されるものとなりました。

人類文明のあけばのについての経過はいまださだかではありません。その問題を解

明するためには、発掘調査という地味な成果を徐々に積み重ねる以外に方法はありま

せん。こうして遅々ではありますが明らかにされつつある郷土の歴史は、単に学術的

意義のみならず、今後の市民生活のなかに根付いた文化行政として大切に生かされて

いくべきであろうことに大きな意義を持たなければならないと思います。

ここに西富士道路埋蔵文化財発掘調査報告書、若宮遺跡分を刊行して、多くの方々

の御批判と御指材を承るとともに、最後になりましたが、本書の刊行にあたり、埋蔵

文化財の意義を深く理解され、格段の御配意を賜わりました日本道路公団名古屋建設

局の関係各位、また調韮の完遂に御指意いただきました静岡県教育委員会、および地

元関係者の皆様の御尽力に対しまして深い感謝の意を表します。

昭和58年 3月

富士宮市教育長

塩 川 隆司



例 曰

1 . 本書は、西富士道路（富士宮地区）建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調菊として、
bか/,や

昭和54年～昭和57年にかけて実施した若宮逍跡の発掘調査報告書である。

2, 発掘調査は、日本道路公団名古屋建設局長からの委託を、富士宮市が受託し 、静

岡県教育委員会の指導によって、現地の調査を富士宮市教育委員会が実施した。

3, 契約に基き昭和53-55年度まで、年度事業報告として発掘調査概報を刊行し、今

回報告する若宮遺跡は『西富士道路埋蔵文化財発掘調葎 （富士宮地区）概報II』

一昭和54年度ーに報告したか、記述に若干の相迩かあるので、本書をも って正式

報告とする。

したがって 日誌抄に よる遺構番号は旧番号となっている。

4. 発掘調査資料の般理、ならびに報告書刊行作業は、富士宮市教育委員会調査員と

補助調葎員が主体として行い、一部、 作業員の協力を得た。

5. 遺構、逍物の写真撮影は馬飼野、伊藤、および渡辺か行った。なお、航空写真の

一部は市内東町在住の望月晟敏氏よ り提供された。

6. 本書の執箪は次のとうりである。

序編

第 I 章 •・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...............................................................馬飼野行雄

第 II 章 • • ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..............................................................渡井 一信

本編

第 I 章 •・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........................................................馬飼野行雄

第II章第 1 節・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・馬飼野行雄

第 2 節•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......................................................伊藤 昌光

第III章・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..伊藤 昌光 ・馬飼野行雄

第w章..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・..伊藤 昌光 ・馬飼野行雄

7. 地形図、 逍構図に記す高度は全て沸抜高度をもって示 している。

8, 本書の編巣は馬飼野、伊藤か行い、若干の文体、用語の統一 をはか った。

9, 印刷、出版に関する事務は富士宮市教育委員会社会教育課文化振典係かあた った。

10, 発掘調韮に関する査料は全て富士宮市教育委員会が保管している。
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B. 石鏃 (No.57-96) B. 石鏃 (No.1417-1456)

図版第29 A. 石鏃 (No.97-136) 図版第46 A. 石鏃 (No.1457-1496)

B. 石鏃 (No.137-176) B. 石鏃 (No.1497-1536)

図版第30 A. 石鏃 (No.177-216) 図版第47 A. 石鏃 (No.1537-1576)

B, 石鏃 (No217-256) B. 石鏃 (No.1577-1616)

図版第31 A, 石鏃 (No.257-296) 図版第48 A. 石鏃 (No.1617-1656)

B, 石鏃 (No.297-336) B. 石鏃 (No.1657-1677)

図版第32 A. 石鏃 (No.337-376) 図版第49 A. 石鏃 (No.1678-1717)

B. 石鏃 (No377-416) B. 石鏃 (No.1718-1757)

図版第33 A. 石鏃 (No.417-456) 図版第50 A. 石鏃 (No.1758-1797)

B. 石鏃 (No.457-496) B. 石鏃 (No.1798-1837)

図版第34 A. 石鏃 (No.497-536) 図版第51 A. 石鏃 (No.1838-1877)

B. 石鏃 (No.537-576) B. 石鏃 (No.1878-1924)

図版第35 A. 石鏃 (No.577-616) 図版第52 A, 未製品 (Nol925-1964)

B. 石鏃 (No.617-656) B. 未製品 (No.1965-2004)
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B. 石鏃 (No.777-816) B. 未製品 (No2125-2164)

図版第38 A. 石鏃 (No817-856) 図版第55 A. 未製品 (No2125-2164)

B. 石銀 (No.857-896) B. 未製品 (No2165-2184)
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図版第79 磨石 (No.2481-2490) 図版第107 縄文土器 (No.1043-1056)

図版第80 磨石 (No.2491-2501) 図版第108 縄文土器 (No.1057-1069)

図版第81 敲石 (No.2502-2514) 図版第109 縄文土器 (No.l070-1078) 

図版第82 敲石 (No.2515-2527) 図版第110 縄文土器 (No.1079-1090)

図版第83 A. 敲石 (No2528-2537) 図版第111 縄文土器 (No.1091-1104)

B. 凹石 (No.2538-2547) 図版第112 縄文土器 (No.1105-1128)

図版第84 石斧 (No2548-2565) 図版第113 縄文土器 (No.1129-1140)

図版第85 石斧 (No2566-2585) 図版第114 縄文土器 (No.1141-1164)

図版第86 石斧 (No.2586-2603) 図版第115 縄文土器 (No.1165-1183)

図版第87 石斧 (No.2604-2615) 図版第116 縄文土器 (No.1184-1199)

図版第88 石斧 (No.2616-2627) 図版第117 縄文土器 (No.1200-1217)



図版第118 縄文土器 (No.1218-1236) (No.3072 -3084) 

図版第119 縄文土器 (No.1238-1256) 図版第145 山形押型文土器

図版第120 縄文土器 (No.1257-1270) (No3085-3107) 

図版第121 織文土器 (No.1271-1277) 図版第146 山形押型文土器

図版第122 撚糸文土器 (No.2001-2006) (No.3108-3127) 

図版第123 撚糸文土器 (No.2007-2009) 図版第147 山形押型文土器

図版第124 撚糸文土器 (NoZOl0-2018) (No.3128-3140) 

図版第125 撚糸文土器 (No.2019-2028) 図版第148 山形押型文土器

図版第126 撚糸文土器 (No.2029-2041) (No.3141-3157) 

図版第127 撚糸文土器 (No2042-2052) 図版第149 山形押型文土器

図版第128 撚糸文土器 (No.2053-2071) (No.3158-3177) 

図版第129 撚糸文土器 (No.2072-2094) 図版第150 山形押型文土器

図版第130 撚糸文土器 (No.2095-2112) (No.3178-3184) 

図版第131 撚糸文土器 (No.2114-2136) 図版第151 山形押型文土器

図版第132 撚糸文土器 (No2137-2155) (No.3185-3204) 

図版第133 撚糸文土器 (No.2156-2172) 図版第152 山形押型文土器

図版第134 撚糸文土器 (NoZl73-2189) (No.3205-3222) 

図版第135 撚糸文土器 (No.2190-2204) 図版第153 山形押型文土器

図版第136 撚糸文土器 (No.2205-2214) (No.3223-3240) 

図版第137 山形押型文土器 図版第154 山形押型文土器

(No.3001-3010) (No.3241-3260) 

図版第138 山形押型文土器 図版第155 山形押型文土器 (No.3250)

(No.3011-3020) 図版第156 山形押型文土器

図版第139 山形押型文土器 (No.3261-3284) 

(No.3021 -3034) 図版第157 山形押型文土器

図版第140 山形押型文土器 (No3285-3304) 

(No.3035-3041) 図版第158 山形押型文土器

図版第141 山形押型文土器 (No.3305 -3323) 

(No.3042-3049) 図版第159 山形押型文土器

図版第142 山形押型文土器 (No.3324-3343) 

(No.3050-3060) 図版第160 山形押型文土器

図版第143 山形押型文土器 (No.3344-3363) 

(No.3061-3071) 図版第161 山形押型文土器

図版第144 山形押型文土器 (No.3364-3379) 



図版第162 山形押型文土器 ・ 図版第180 格子目押型文土器

(No.3380 -3390) (No.4165-4180) 

図版第163 山形押型文土器 図版第181 格子目押型文土器

(No.3391 -3409) (No.4181-4190) 

図版第164 山形押型文土器 図版第182 格子目押型文土器

(No.3411-3432) (No.4191-4208) 

図版第165 格子目押型文土器 (No.4001) 図版第183 格子目押型文土器

図版第166 格子目押型文土器 (No.4209-4216) 

(No.4002-4006) 図版第184 格子目押型文土器

図版第167 格子目押型文土器 (No.4217-4232) 

(No.4007-4011) 図版第185 格子目押型文土器

図版第168 格子目押型文土器 (No.4233-4245) 

(No.4012-4022) 図版第186 格子目押型文土器

図版第169 格子目押型文土器 (No.4246-4258) 

(No.4023-4032) 図版第187 格子目押型文土器

図版第170 格子目押型文土器 (No.4033) (No.4259-4275) 

図版第171 格子目押型文土器 図版第188 格子目押型文土器 (No.4276)

(No.4034-4036) 図版第189 格子目押型文土器

図版第172 格子目押型文土器 (No.4277 -4283) 

(No.403 7 -4044) 図版第190 格子目押型文土器

図版第173 格子目押型文土器 (No.4284-4294) 

(No.4045-4061) 図版第191 格子目押型文土器

図版第174 格子目押型文土器 (No.4295-4314) 

(No.4062 -4084) 図版第192 格子目押型文土器

図版第175 格子目押型文土器 (No.4315-4331) 

(No.4085-4102) 図版第193 格子目押型文土器

図版第176 格子目押型文土器 (No.4332-4349) 

(No.4103-4116) 図版第194 格子目押型文土器

図版第177 格子目押型文土器 (No.4350-4364) 

(No.4117-4128) 図版第195 格子目押型文土器

図版第178 格子目押型文土器 (No.4365-4377) 

(No.4129-4147) 図版第196 格子目押型文土器

図版第179 格子目押型文土器 (No.4378-4393) 

(No4148-4164) 図版第197 格子目押型文土器



(No.4394-4407) (No.6066-6080) 

図版第198 格子目押型文土器 図版第215 その他の押型文土器

(No.4408-4423) (No.6081-6089) 

図版第199 格子目押型文土器 図版第216 底部破片 (No.7001-7017)

(No.4424-4438) 図版第217 底部破片 (No.7018-7043)

図版第200 格子目押型文土器 図版第218 無文土器 (No.8001-8008)

(No.4439-4456) 図版第219 条痕文系土器

図版第201 格子目押型文土器 (No8009-8012) 

(No.445 7 -4469) 図版第220 条痕文系土器

図版第202 楕円押型文土器 (No.8010-8016) 

(No.5001-5012) 図版第221 条痕文系土器

図版第203 楕円押型文土器 図版第222 条痕文系土器

(No.5013-5022) 図版第223 条痕文系土器

図版第204 楕円押型文土器 図版第224 住居跡内出土遺物①

(No.5023-5044) 図版第225 住居跡内出土遺物②

図版第205 楕円押型文土器 図版第226 住居跡内出土逍物③

(No5045-5059) 図版第227 住居跡内出土逍物④

図版第206 楕円押型文土器 図版第228 住居跡内出土逍物⑤

(No.5060-5076) 図版第229 住居跡内出土逍物⑥

図版第207 楕円押型文土器 図版第230 住居跡内出土逍物⑦

(No.5077-5081) 図版第231 住居跡内出土逍物⑧

図版第208 楕円押型文土器 図版第232 炉穴跡内出土逍物①

(No.5082-5097) 図版第233 炉穴跡内出土遺物②

図版第209 その他の押型文土器 図版第234 炉穴跡内出土逍物③ 集石土拡

(No.6001-6017) 跡内出土遺物①

図版第210 その他の押型文土器 図版第235 集石土拡跡内出土遺物②

(No6018-6034) 図版第236 集石土拡跡内出土遺物③ 集石

図版第211 その他の押型文土器 跡内出土遺物

(No.6035-6046) 図版第237 土器拡大ー 1

図版第212 その他の押型文土器 図版第238 土器拡大ー 2

(No.604 7-6058) (6062-6064)図版第239 土器拡大ー 3

図版第213 その他の押型文土器 図版第240 土器拡大ー 4

(No.6059-6061) (6065) 図版第241 土器拡大一 5

図版第214 その他の押型文土器 図版第242 土器拡大一 6



図版第243 土器拡大ー 7 B. 第1-3号竪穴住居跡

図版第244 土器拡大ー 8 完掘 (C地区側）

図版第245 土器拡大ー 9 図版第265 A. 第6号竪穴（主居跡完掘

図版第246 土器拡大ー10 B. 第7号翌穴住居跡完掘

図版第247 土器拡大ー11 図版第266 A. 第8号竪穴住居跡土層

図版第248 土器拡大ー12 断面

図版第249 土器拡大ー13 B, 第8号竪穴住居跡完掘

図版第250 土器拡大ー14 図版第267 A. 第9号竪穴住居跡検出

図版第251 土器拡大ー15 B. 第9号竪穴住居跡完掘

図版第252 土器拡大ー16 図版第268 A. 第10、11号竪穴住居跡

図版第253 土器拡大ー17 完掘

図版第254 土器拡大ー18 B. 第12号翌穴住居跡完掘

図版第255 土器拡大ー19 図版第269 A. 第13-16号竪穴住居跡

図版第256 土器拡大ー20 検出

図版第257 土器拡大ー21 B. 第13-16号竪穴住居跡、

図版第258 土器拡大ー22 及び炉穴群完掘

図版第259 土器拡大ー23 図版第270 A. 第13号竪穴住居跡完掘

図版第260 A. 遺構群遠景ー 1 B. 第14号竪穴住居跡完掘

(D地区） 図版第271 A. 第15号竪穴住居跡完掘

B. 遺構群遠景ー 2 B. 第16号竪穴住居跡完掘

(F地区） 図版第272 A. 第17、18号竪穴住居跡、

図版第261 A. 遺構群遠景ー 3 及び炉穴群

(C地区） B. 第17、18号竪穴住居跡

B. 遺構群遠景ー 4 完掘

(C地区） 図版第273 A. 第19号竪穴住居跡検出

図版第262 A. 遺構群遠景ー 5 B. 第19号竪穴住居跡完掘

(B地区） 図版第274 A. 第20号竪穴住居跡検出

B. 逍構群遠景ー 6 B, 第20号竪穴住居跡完掘

(B地区） 図版第275 A. 第21号竪穴住居跡土層

図版第263 A. 第1-5号住居跡検出 断面

B. 第1-5号竪穴住居跡 B. 第21号竪穴住居跡完掘

完掘 図版第276 A. 第22号竪穴住居跡土層

図版第264 A. 第1-3号翌穴住居跡 断面

完掘（道路敷側） B. 第22、23号竪穴住居跡



完掘 D. 第16号炉穴跡

図版第277 A. 第24号竪穴住居跡土層 図版第287 A. 第17号炉穴跡

断面 B. 第18号炉穴跡

B. 第24号竪穴住居跡完掘 C. 第19号炉穴跡

図版第278 A, 第25号竪穴住居跡土層 D. 第20号炉穴跡

断面 図版第288 A. 第21号炉穴跡

B. 第25号竪穴住居跡完掘 B. 第22号炉穴跡

図版第279 A. 第26号竪穴住居跡土層 c. 第23号炉穴跡
断面 D. 第24号炉穴跡

B. 第26号竪穴住居跡完掘 図版第289 A, 第25号炉穴跡

図版第280 A. 第27号竪穴住居跡土層 B. 第26号炉穴跡

断面 c. 第27号炉穴跡
B, 第27号竪穴住居跡完掘 D. 第28号炉穴跡

図版第281 A. 第28号竪穴住居跡土層 図版第290 A. 第29号炉穴跡

断面 B. 第30号炉穴跡

B. 第28号竪穴住居跡、及 c. 第31号炉穴跡
び第10号集石土拡検出 D. 第32号炉穴跡

図版第282 A. 第28号竪穴住居跡完掘 図版第291 A. 第33号炉穴跡

B. 第10号集石土拡跡近景 B. 第34号炉穴跡

図版第283 A. 第 1号炉穴跡 C. 第35号炉穴跡

B. 第 2号炉穴跡 D. 第36号炉穴跡

C. 第 3号炉穴跡 図版第292 A. 第37号炉穴跡

D. 第4号炉穴跡 B. 第38号炉穴跡

図版第284 A. 第 5号炉穴跡 c. 第39号炉穴跡
B. 第 6号炉穴跡 D, 第40号炉穴跡

C. 第 7号炉穴跡 図版第293 A. 第41号炉穴跡

D. 第8号炉穴跡 B, 第42号炉穴跡

図版第285 A. 第9号炉穴跡 c. 第43号炉穴跡
B. 第10号炉穴跡 D. 第44号炉穴跡

c. 第11号炉穴跡 図版第294 A. 第45号炉穴跡

D. 第12号炉穴跡 B. 第46号炉穴跡

図版第286 A. 第13号炉穴跡 c. 第47号炉穴跡
B. 第14号炉穴跡 D. 第48号炉穴跡

C, 第15号炉穴跡 図版第295 A. 第49号炉穴跡



B. 第50号炉穴跡 （下層）

c. 第51号炉穴跡 B. 第7号躾石土拡跡完掘

D. 第52号炉穴跡 図版第309 A. 第8号集石土拡（右側）、

図版第296 A. 第53号炉穴跡 及び第4号集石跡

B. 第54号炉穴跡 B, 第8号集石土拡跡検出

C. 第55号炉穴跡 図版第310 A, 第8号集石土拡跡半掘

D. 第56号炉穴跡 B. 第9号集石土拡跡

図版第297 A. 第57号炉穴跡 図版第311 A. 第10号集石土拡跡検出

B. 第58号炉穴跡 B. 第10号集石土坑跡完掘

C. 第59号炉穴跡 （竪穴住居跡床面中央）

D, 第60号炉穴跡 図版第312 A. 第11号集石土拡跡検出

図版第298 A, 第1号集石土坑跡、及 B, 第11号集石土坑跡半掘

び竪穴（主居跡群 図版第313 A, 第11号集石土砿跡完掘

B. 第1号集石土拡跡検出 B. 第12号集石土拡跡

図版第299 A. 第1号集石土f広跡半掘 図版第314 A. 第13号集石土拡跡検出

B. 第1号集石土坑跡完掘 B. 第13号集石土拡跡完掘

図版第300 A. 第2号集石土坑跡確認 図版第315 A. 第1号集石跡

B. 第2号集石土拡跡検出 B. 第2号集石跡

図版第301 A. 第2号集石土坑跡半掘 図版第316 A. 第3号集石跡

B. 第2号集石土坑跡完掘 B. 第3号集石跡、及び下

図版第302 A. 第3号集石土拡跡検出 層炉穴跡断面

B. 第3号集石土拡跡完掘 図版第317 A. 第4号集石跡

図版第303 A. 第4号集石土拡跡検出 B. 第5号集石跡

B. 第4号集石土琺跡半掘 図版第318 A. 第5号集石跡内出土土

図版第304 A. 第5号集石土拡跡検出 器

B. 第5号集石土琺跡半掘 B. 集石跡検出土層断面

図版第305 A. 第4号集石土琺跡完掘 （第 1号集石跡）

B. 第5号集石土拡跡完掘 図版第319 A. 第1号土坑跡

図版第306 A. 第6号集石土拡跡検出 B. 第2号土肱跡

B. 第6号集石土拡跡完掘 C. 第3号土拡跡

図版第307 A. 第7号集石土坑跡検出 D. 第4号土坑跡

B. 第7号集石土坑跡半掘 図版第320 A. 第5号土坑跡

（上層） B. 第6号土琺跡

図版第308 A. 第7号集石土琺跡半掘 C. 第7号土拡跡



D. 第8号土拡跡

図版第321 A. 第9号土拡跡

B. 第10号土拡跡

c. 第11号土拡跡

D. 第12号土拡跡

図版第322 調査終景



図版



図版第 1

若宮遺跡遠望



図版第2



図版第 3

A 竪穴住居跡群

B 炉穴跡・土坑群



図版第 4

A 竪穴住居跡および炉穴跡・土拡跡群

B 竪穴住居跡および炉穴跡・土砿跡群



図版第 5

A 第21号竪穴住居跡（確認状況）

B 第21号竪穴住居跡（完掘状況）



図版第 6

A 第25号竪穴住居跡

B 第28号竪穴住居跡



図版第 7

A 第11号炉穴跡 ① B 第15号炉穴跡

C 第16号炉穴跡 D 第27号炉穴跡

E 第30号炉穴跡 F 第48号炉穴跡

G 第 6号炉穴跡 H 第11号炉穴跡 ②



図版第 8
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A 第 1号集石土坑跡

B 第 4号集石土城跡

ヽ

C 第 2号集石土砿跡 D 第11号集石土拡跡



図版第 9

A 第 1号集石跡

B 第 3号集石跡



図版第10

A 土器出土状況― l

B 土器出土状況ー 2



図版第11

A 表裏縄文土器
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B 縄文土器
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図版第260
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図版第263
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A 第 1-5号竪穴住居跡検出

B 第 1-5号竪穴住居跡完掘
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A 第 1-3号竪穴住居跡完掘（道路敷側）
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B 第 1-3号竪穴住居跡完掘 (C地区側）
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A 第 6号竪穴住居跡完掘

B 第 7号竪穴住居跡完堀
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B
 



図版第267

A 第 9号竪穴住居跡検出

B 第 9号竪穴住居跡完掘
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B 第12号竪穴住居跡完掘
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B 第14号竪穴住居跡完掘
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第15号竪穴住居跡完掘

B 第16号竪穴住居跡完掘
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A
 

18号竪穴住居跡、及び炉穴群

B 第17.18号竪穴住居跡完掘



図版第273

B 第19号竪穴住居跡完堀



図版第274

A 第20号竪穴住居跡検出

B 第20号竪穴住居跡完掘
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A 第21号竪穴住居跡土層断面

B 第21号竪穴住居跡完掘
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A 第22号竪穴住居跡土層断面

B
 



図版第277
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A 第24号竪穴住居跡土層断面

B
 



図版第278

A 第25号竪穴住居跡土層断面
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図版第279

.,'CT"、

A
 



図版第280

B
 



図版第281

B 第28号竪穴住居跡、及ぴ第10号集石土砿検出
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A 第28号竪穴住居跡完掘

B
 



図版第283

A 第 1号炉穴跡

囀

B 第 2号炉穴跡
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C 第 3号炉穴跡 D 第 4号炉穴跡



A 第 5号炉穴跡 B 第 6号炉穴跡

C 第 7号炉穴跡 D 第 8号炉穴跡
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第11号炉穴跡 D
 
第12号炉穴跡
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A 第13号炉穴跡 B
 

C 第 15号炉穴跡
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A 第17号炉穴跡
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C 第19号炉穴跡 D
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A
 

c
 

B
 
第22号炉穴跡

D
 
第24号炉穴跡
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A
 
第25号炉穴跡 B

 
第26号炉穴跡

D
 



図版第290

A 第29号炉穴跡

C 第31号炉穴跡

B 第30号炉穴跡
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D 第32号炉穴跡
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A 第33号炉穴跡 B
 

C 第35号炉穴跡 D 第36号炉穴跡
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A 第37号炉穴跡 B 第38号炉穴跡

C 第39号炉穴跡 D 第40号炉穴跡
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A 第41号炉穴跡

”
 

B 第42号炉穴跡

C 第43号炉穴跡 D 第44号炉穴跡
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A 第45号炉穴跡 B 第46号炉穴跡
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C 第47号炉穴跡 D 第48号炉穴跡
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A 第49号炉穴跡 B 第50号炉穴跡

C 第51号炉穴跡 D 第52号炉穴跡
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A 第53号炉穴跡 B 第54号炉穴跡
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C 第55号炉穴跡 D 第56号炉穴跡
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A
 

B 第58号炉穴跡

C 第59号炉穴跡 D 第60号炉穴跡
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A 第 1号集石土砿跡、及び竪穴住居跡群

t・1" 

B 第 1号集石土砿跡検出
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B 第 1号集石土砿跡完掘
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B 第 2号集石土拡跡検出



図版第301

第 2号集石土砿跡完掘
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A 第 3号集石土砿跡検出
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B 第 3号集石土砿跡完掘
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B 第 5号集石土拡跡半掘
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図版第306

A
 



図版第307
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区版第309

A 第 8号集石土砿（右側）、及び第 4号集石跡

B 第 8号集石土砿跡検出



図版第310

B 第 9号集石土砿跡
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A 第10号集石土砿跡検出

＇ ．
． 

B 第10号集石土坑跡完掘（竪穴住居跡床面中央）
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A
 



図版第313

A 第11号集石土砿完掘
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B 第12号集石土砿跡
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A 第 13号集石土砿跡検出

B 第13号集石土砿跡完掘



B 第 2号集石跡
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A
 

B 第 3号集石跡、及び下層炉穴跡断面



図版第317

A 第 4号集石跡

B 第 5号集石跡
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A 第 1号土砿跡
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B 第 2号土城跡

C 第 3号土拡跡 D
 



図版第320

A 第 5号土砿跡 B 第 6号土拡跡

C 第 7号土拡跡 D 第 8号土城跡
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A 第 9号土拡跡
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B 第10号土砿跡
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C 第 11号土城跡 D 第12号土拡跡
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